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アイルランド農業とイギリス資本主義

一一一19世紀後半以降の畜産業の発展を中心にして

本多三郎

イギリス穀物法の廃止 (1846年〉は，それまでアイノレヲ γ ドが与えられていた

「イギリスへの穀物輸出におけるある程度の独占J"(第1表参照〉を崩壊させた。

一万，いち早く産業革命を経過し，近代的工場制大工莱の確立を見た「世界の

工場」イ""リス資本主義は，白書大な労働人口とそれが要求する食糧需要の増大

に直面し， ζζ に，海外からの食糧輸λ白急激な拡大(第 1図参照)を必要とす

ると同時に，牧畜に適した植民地アイノレヲンドを食肉・酪農製品の不可欠な供

第 1表 1831~1840年。10年間におけるイギリスの

主要穀物輸入とアイルラ γ ド

|アイげ γ ドから仏11 他

す- F 麦 20，157 2，786 

大 麦 1，470 2ρ92 

麦 5，741 16，551 

百十 27，368 21，429 

注)オ ト主=Oa.ts-l-Oatmeal

大 麦~(アイルヲ γ ド) Barley+Beer 

~(他) Earley+ Barley Meal 

小麦=Weat+WeatenFlour 

(1000Pオーター〕

伺 IA/A+Bx1回

88% 

41 

25 

56 

出所) B. R. Mitchell (ed.)， Ahstract o}‘B門'tishHistorical Statistics， 1962. 
四 94-97.より作成。

1) Kurl Morx. Entwurt eines Vortr.唱団 ?uririschen Froge， gehaltcゴ1im Dcutschcn 

Bild山 19svereinfur Arbeit町 inLond叩 am16. Dezember 1867， Jl.1a.rx Engels Werke， 
Bd. 16， S.452 (11867年12用16EI，在戸ンドンードイツ人労冊者教育協会でおこなわれたアイル
ランド問題についての講演の下書きJ ~マルクス・エンゲルス全集』第16巻， 443-444へ.:....:)¥ 

本文第 1表に示されるように.1831-40年四10:年間に，イギリスが海外から輸入したオート麦の
約10分。 9，大査の約5分の2，小麦0)4分。 lはアイルランドからのものであるe
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出所) B. R. Mitchell (ed.)， ibid.， pp. 298-300 よ

り作成一

給拠点に変貌させたのであった。加えて， 1840年代半ばにアイノレラ γ ドを襲っ

た大飢僅は，小規模な耕種農業の後退に拍車をかけ引 こうして， アイノレラ γ

ド農莱は， 19世紀中葉を境にして，耕種農業の衰退と牧畜・畜産業の発展とい

う方向をたどるに至ったのである。ところでこうした184J昨年代に始まるアイル

ラγ ド農業の構造的転換は，後j段で示されるように， 20世紀に入札自由国成

2) 大師値およびそれを契構に進行した小規模農場の大量瞳壊については，拙稿「アイルヲ γ ドに

おける農民層分解と地主的土地清掃j京都大学経済学会「経済論議』第1J6巻第3・4号1975年9

10月を事閉されたい。
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立 (1922年〕前後までひきつがれたものであった。 したがって， 本稿の分析は

1840年代から1920年代までのおよそ80年間という長期の過程を対象としたもの

である。同時に，アイルランド肉牛生産および輸出に関する比較的整備された

統計は20世紀に入って初めて与えられている。そうした資料的制約から，肉牛

の生産と輸出の分析についてはほとんどもっぱら20世紀に入ってからのものと

なっている。

I 耕種農業の衰退と肉牛生産査中心とする牧畜・畜産業の発展

アイノレラ γ ドでは， 19世紀中葉から後半を通じて，耕地面積が大幅に減少し，

牧畜用農地面積が増大したく第2表〉。小麦の作付は 1847年から '96年までの半

世紀聞に壊滅的打撃を蒙っている。 1847午に 744，OOO~-=ーカーであった作付地

が，この50年聞にほとんど全て (95%)破壊・転月されてしまった。 オート麦

左大麦の作イ寸も大幅に後退し，それらの作付面積はほぼ半減している。 1846年

に病害発生のために大凶作に陥り.あの大飢鐘の一つの原因となったジャカイ

第 2表 アイルラソドにおける作付面積の増減(単位10凹エーカー)

年度 ジャガイそ
小 麦 | オ ト 麦 | 大 麦 牧草地|放牧地

1847 744 1 2，201 1 333 1 284 1 1，139 1 

'56 ← 215 1 H 164 1 H 144 1 1+1 821 1 1+1 164 1 9，545 

'66 ト 230lH 3371H 36 卜 5511+129811十 459

'76 IH 1791H 213 件 681H 16911判 26011+1 503 

'86 1I→ 50lH 1651H 3911.ー 81 同 2331 H 344 

'96 11.→ 32 ト→ 128 十 91H 9411廿 108 同 171

計 |ト 7061H 1，日日71H 1印 1Iー)捌 11+1 1，0臼 1I刊 均 9

213翫割 H 則
1
H 46% 

1 
(→ 48% 11ー)銘%1同町|附 8%

注) 1847年の数字および投牧地の1856年の数字はそ¢年度における各作付面積。全体を示
している。ぞれ以後の数字は各四年間(1847:年から '56年までは9年間〉の噌満面積を
示すロヅャガイモと放牧地の計と増減率は， 1856年から九96年まで¢数字である。

出所) B. R. Mi tchell (ed.)， ib試， p. 8臥より作成
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モは， 1856年には生産を一定程度回復し

たものの，やはりそれ以後作付を減退さ

せた。他方，耕地の減少と対照的に，枚

草地と放牧地は大幅に拡大し，耕地の減

少分にほぼ見合ったおよそ 200万エーカ

ーの増加を見せ Cい否。収穫されたオ

ト支の多くが家畜飼料として使用された

のであるが，オ }麦の作付地の大幅な

減少を補コて余りあ主ほどに牧畜用農地

が急激に拡張されたのである υ

こうした耕地面積回減少の結果，穀物

色ジャガイモの生産は大幅に低下した

(第 2図〕。小麦の生産は， 1847年から '96

年にかけて15分の 1以下 (982万 cwt→64

万 cwt.)に， オート麦 も 2分の 1以下

(3，798万 cwt→1，701万 cwt.)に低下してい

る。 ジャガイモ(大凶作申1847年以後の10

年聞は例外〕と大麦もその過程はジグザグ

とはいえやはり生産を低下させた。 19世

紀中葉以降の7イノレラ Y ドにおける耕地

の縮小と穀物ならびにジャガイモの生産

低下は，イギリス穀物法下にあって，イ

ギリスへの穀物の飢餓輸出を課せられて

いたアイノレランドの劣悪な耕種農業の哀

第 2図
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出所).B. R. Mitchell (ed.)， ibid.， 
pp. 88-89.より作成。

退を意味するものといえよう。ただ，小麦をはじめとする穀物と比較して，ジ

守ガイモの生産の低下がジグザグの過程をたどっており，その作付面積の減少

の程度がやや小さいのは，ジャガイそがまさにアイノレラ γ ド農民の最低の，そ
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して最後の食糧であって，多数

の農民が主食として何としても

それに頼らなければならなかっ

た事情の反映であろう。

一方，すでに見た牧畜用農地

の急激な拡大とともに，当然、の

ことながら，家省頭数と乾草

(hay)生産が増大した。 1847年

から '96午にかけて， 牛の頭数

は72%(259万頭 >441万頭)，羊と

豚のそれはそれぞれ87%(219方

頭→408万頭〉と 120%(62万頭→

141万頭〕増加したn また，乾草

第 117巻第4号

500 

400 

300 

200 

lC日

第 3図室畜(単位 l万頭)と
乾草生産高(1 }jト〆)

/ 事乞//
/ 

，一ー"J 

， 
、1 J f '主

/、、"
/〆、〆'

1847 '56 '66 '76 '86 '96平

出所) B. R Mitchell (ed.)， ibid.， pp. 84-85， 
88-89より作成。

の生産は同期間に倍増 (216万ト γ→473万トン〕している。

こうして，アイルランド農業の構造的転換の結果，アイノレランド農業の主柱

は完全に牧畜・畜産業， 就中，牛のそれ〔肉牛生J産プラス酪農〉に移行したので

ある。農業総生産の中でそれらが占める比重は圧倒的に高くなった。 1913年，

アイノレランドの全農家が販売し， 自家消費した農畜産物価額 (valueof Irish 

CIOpS， live stock a吋 livestock products sold or consumed by the farmers and their 

families in Ireland in the year ended May 31， 1913)のうち 4分の 3以上く76%)

が牛，豚，家禽と羊の畜産関係であり，主に肉用牛生牛，バター等の牛関係の

ものだけで総生産〔総価額〕の 2分の 1近く (46%)を占めている。牛関係の中

では肉用牛生牛が過半で，それは総生産の 4分の 1(24%)に当っている(第3

表〉。

総じて，アイノレヲンド農業は19世紀後半より 20世紀初頭にかけて，穀物生産

にとって替ったこうした肉年生産を中心とする牧畜・畜産部門において著しく

不均等な発展を遂げたのであったQ
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第 3表 アイルランド農業生産(販売額プラス自家消費額) 1913年

農産物

生 牛〈肉用牛〉
J、タ

全乳

バターと脱脂牛乳

他

牛関係合計

豚

価 額(.E)

13，854，000 

9，201，000 

2，492，000 

687，000 

97，000 

26，321，000 

7，790，000 

家禽 1，575ρ口0

鶏 卵 4，312，0日日

家禽関係合計 5，887，000 

羊 2，875，000

羊毛 696，000

24 

46 

14 

10 

羊関係合計 3，571，000 6 

ジャガイモ

オ 十妻

大麦

総 生 産

6，102，000 

1，715，000 

1，126，000 

57，067，6口O 100% 

出所) E. J. Riordan， Mo，企rnlrish Trade and lndustη， 1920， pp. 64-65 
上旬作成

ところで，すでに触れておいたように，発展するアイルランド牧畜・畜産業

の中核に位置する肉牛生産は，その生産物の大部分がイギリスに輸出されてい

て，全構造的に深くイギリス市場に包撰されていた。つまり，アイノレランド肉

牛生産は，アイノレヲ Y ドの肉牛生産ではなく，徹頭徹尾イギリスのそれであっ

たのである。以下， ιうしたアイノレランド肉牛生産自構造を，イギリス食肉巾

場に集荷していく形古展開するアイノレランド肉牛の移動=取引，子牛生産から

最終肥育に至るまでの諸段階にみることができる地域別，農場規模別分業を分

析することを通じて素描することにしよう。
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11 アイルランド肉牛生産とイギリス禽肉市場

イ〕アイノレランドにおける肉牛生産の内部編成， すなわち，肉牛の移動(国

内取引)，地域別・農場規模別分業について，アイノレランド自由国商工局統計主

査 Directorof Statistics in Department of Industry & Co皿 merceである

1 フーパァ J.Hooperが，アイルランド自由閏農業統計AgriculturalStatis-

tics 1847-1926 (以下，自由国統計と暗記する〕に対する1928年のかれの研先報告

書1{eportにおいて見事な分析を行っている。以下山本稿にお円る同じその自

由国統計に基づいた分析は，若干り補足・修正を除いてほとんど企てフ パア

のものである。ここで，この白由国統計とフ パァの分析について若干D点を

前もって述べておこう。

白山国統計は，記録されている統計数値のほとんどが自由園地域のものに限

られていて，北アイルヲ Y F' Northern Irelandとして分離されたアノレスタ 6

県(アノレスタ 9県り勺't， Antrim， Down， Armagh， Londonderry， Ty:rone， Fermanagh 

の6県カ巧?離されて北アイノレランドを構成〉はほとんどの場合統計表から除外され

ている3)。筆者は， 乙うした自由国統計を補充するアノレ月タ 6県の統計数値を

得る乙とができなかった。また， この自由国統計に替って，全アイノレランド地

域を網羅するところの統計資料を得る ζ ともできなかった。したがって分析は

はとんどもっぱらアイノレラ γ ド自由国地域に限定されている。

第二に，上記自由国統計で主に利用した統計数値は，自由国成立 (1922年〉以

後の 1925，'26年のものであるくこの点はフーハアも同様〕。 アイノレランドがイギ

リスに完全に併合されていた状態から自由固に転換したことによって，アイノレ

ラy ド農業のあり方に何らかの変化が生じたであろうと考えられるのであるが，

3) 1921年12月6日に調印されたイギリスーアイルラ γ ド条約TheAnglσ-Irish Treatyにもと
づいて， 1922年，アイルヲンドはそれまでの完全に併合されていた状態から (1800年併合法L
カナダと同様なイギリス連邦内の自治領としての自由国缶四回目r田 .nn(lrish Free S凶め
となコたa 完全独立にかわってアイルヲソド国民に与えられたのは，アイルラソドの唯一之言。
てよいほどり工業諸県を甲心とLたアルスタ 6県を分離された，憲法上は言うにおよばず，経済
的にもイギリスに依然として従属した「自由国」であった。
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ζ うした事情の検討を省略した本稿の分析は幾分不充分性を残すものといえよ

う。と同時に，さらにこの自由国統計にはイギリ λ との貿易統計が含まれてお

らず，アイノレラ Y ド肉牛のイギリ λへの輸出に関する統計数値については自由

国成立以前のそれを使用せざるを得なかった。自由国成立後におけるアイノレラ

γ ド内部の肉牛生産(圏内取引を含む〕構造と自由国成立前におけるアイノレラ y

ド肉牛の輸出構造を総合することには先に述べた一定の留保を加味してじかる

べきと考えられるが， 自由国成立後，少くとも1930年代初めまでのアイノレラン

ド農業は，対イギリス輸出産業という構造的性格の点においては，自由国成立

以前と基本的に相違するところはなかったのであるべ

第三に， 肉牛の移動〔取ヲ1)状況の析出方法についてである。それを直接的

に表示する統計資料はおそらく存在しないであろう。だが，ある年度の一定時

点と，その次年度の同時点における，年齢別肉牛頭数，しかも各県別白頭数を

示す統言I数値が与えられれば， そこから間接的ではあるが牛の移動く取51)状

況を看取することができる。自由国統計には， 1925年 6月 1日時点じ '26年 6

月 1日時点における肉牛の年齢別 (1歳未満， 1歳以上で2歳未満 2歳以上で8歳

未満， 3歳以上〕および県別の頭数が記載されている。ある県(例えばダブり Y県

Co. Dublin)にお什る， 1925年 6月 1日時点の 1歳未満の牛の頭数人 '26年 6

月 1日時点の 1歳以上で 2歳未満の牛の頭数とを比較してみよう。もし後者の

方が大きければ，それはダプリン県にはその 1年間に， '2同年6月1日時点には

1歳以上で 2歳未満の年齢になる牛が購入等によって移入されてし、ることを示

している。 また， 後者の方が小さい場合，それは '25年 6月 1日時点で 1歳

未満であった牛の一部が，その後1年間に，他県もしくは海外に移出されたか，

屠殺されたか，それとも何らかの原因で死亡したかを表わしている。さらにま

た，前者と後者の数字がほぼ等しい場合には，ダプリン県では肉牛の涜出入は

4) 1932年までのア fルランド農業は，自由国成立以前と同措に著しく輸出産業的性帽をもってい
た。自由国D農業総生産物のおよそ2分の 1がほとんどもっぱらイギリスに輸出されていた， L 

M. Cullen， An Ecor町 micHist01ツザ lrelandsince 1660， 1972， p. 177. 
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ほとんど見られなかったことを示している。フーパァがこうした検討を行うた

めに作成したのが第4表である。

さて，具体的分析に先立って，まずアイ/レラ Y ドの県別に区割りした略図と

第4表 1925.6. 1̂"1926.6. 1までの牛の移動

頭手(lJ 牛1当92りf61の962161歳〕6頭未0満数10牛D 61l〔歳歳11〉Q2未以6満上1G0牛021頭歳)〔未頭1当92満数り5.牛白 満〈りl1歳9牛の25以(21上6歳9261以2〉歳6上10未130〕頭歳満頭牛未数当 当2((歳11り9922以の56上366歳311歳)〕以上頭未10満牛数0 牛頭

Meath 121 Meath 157 Dublin 184 Dublin 92 

Kildare 114 Dublin 149 Meath 175 Meath 92 

1町estmeath 113 Kildare 134 Kildare 161 Ki1da四 88 

Offaly 106 Westmeath 133 Westmeath 131 Westmeath 67 

Carlow 103 Lρuth 127 Louth 117 Offaly 56 

Laoighis 96 Offa;y 110 Longford 110 Mayo 49 

Roscommon 96 Longford 109 O宜aly 96 Galway 45 

Louth 93 Roscommon 108 Wicklow 95 Laoighis 37 

Galway 92 Galway 101 Laoighis 94 Wicklow 37 

We玄ford 90 We玄ford 99 Limerick 91 Lρngford 36 

Kilkenny 90 Sligo 96 Carlow 88 Waterford 35 

Clare 90 Carlow 95 Galway 87 Carlo、v 34 

Longford 87 Wicklow 92 Tipperary 86 Wexford 33 

Monaghan 87 Tipperary 89 Wexford 85 Tipp巴rary 30 

可Vicklow 82 Laoighis 86 Roscommon 78 工ぷ::Juth 29 

Tipperary 82 Kilkenny 83 Mayo 76 Kerry 28 

Waterford 82 Clare 83 Waterford 75 Kilkenny 27 

Mayo 79 Mayo 81 Kilkenny 73 Limerick 25 

Sligo 79 Donegal 76 Kerry 71 Cork 24 

Cavan 78 Waterford 72 Clare 70 Roscommon 24 

Donegal 73 乱1:onaghan 70 Leitrim 70 Clare 23 

Leitrim 71 Cavan 66 Cork 65 Donegal 23 

Cork 70 Lei凶 m 65 S1igo 63 Cavan 22 

Kerry 63 Cork 56 Cavan 53 Leitrim 18 

Limerick 57 Limerick 53 Donegal 52 Monaghan 18 

Duhlin 36 Kerry 45 Monaghan 48 Sligo 15 

26県平均 判明平均 81[時平均 出竺主主 43 

出所) ]. Hooper， Report， in Agガcultun:/lStatist:ics 1847-Z9.26， 1930， p. xix. 
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県名を掲げておこう(第4図次頁〕。さらに，フーパァと同じく， 7イノレラ Y ドに

おける牛の生まれる時期を雌認し℃おくのが適切己あろう。ア パァによれば，

アイルランドの子牛の 73%が 3月から 5月にか日て生まれている九そうする

と， 6月 1日時点において 1歳未満である牛の73%は 3カ月未満齢であり 1

歳以上で 2歳未満の牛の73%は1与一15カ月齢 2歳以上で 3歳未満の牛の73%

は24-27カ月齢であることがわかる。かくて，第 4表の第 2欄は， 1926年目月

1円時点には 1歳以上で 2歳未満土なる牛の過去 1年間における移動，すなわ

ち.その多くが 0-15カ月齢の子牛の移出入の状況を示している。同様にして，

第 3欄は12-27カ月齢の牛，すなわち，その多くは半ば肥育されているいわゆ

るストア牛 storecattleの移動を表現Leいる。さらに，第4欄は24-39カ月

齢の牛，すなわち，ストア牛ならびに肥育牛(肥育を終えて仕上げられた fat田 ttle)

の移動を表わしている。ただ第 4欄では次の点に注意しなければならない。そ

こでは 1925年 6 月 1 日時点の 2 歳以上で 3歳未満の牛が~ '26年日月 1日時点

の 3歳以上で 4歳未満の牛とではなし 4歳ιl上を含む3歳以上の全ての牛と

比較されている。したがって，第4欄の数値は， 24-39カ月齢の牛の 1年間に

おける移動をやや厳密性を欠いた形で表現しているといえよう尺

次に第 1欄はその多くが月齢 3ヵ月未満の幼牛=youngercalvesの移動を明

/らかにしたものである。ところで，第 1欄の数値は他の欄とは違った方法によ

って算出されている。月齢 3カ月未満の幼牛の l年前からの移動を明らかにす

5) J. Hαper， Report， in Agricul如何1Statist匁cs1847-1926， 1930， pp. xv-xvi フパ
ァの数字は，アイノレラ γ ド自由国を構成する26県の， 1912-13年と1!H7-18年とを半均したもので
ある。なお，北アイルランドとLて分離されたアルスタ 6県を加えた全アイルランド32県に関し
ても， 1917-18年において，子牛の約73%が3-5月に生まれている。 E.]. Riordan， Modern 
I門 shT~γ-ade and Inc五弘前川 1920，Pp. 67-68 

6) 自由国統計は4歳以上町肉牛を$1]個に分類していない。多ぐり肉牛ほ4歳になるまでに仕上げ
の肥育を終えて屠殺されてしまうのであろう。まに後段で検討するように，肉牛カt4歳になる
までにイギリスに輸出されてしまうのである。したがって， 4歳以上自肉牛を統計上別個に分類
する意義はほとんどないのである。 逆に， そうした分類がなされていない点に ζそ， スlア牛
store catt1e (半ば肥育された牛であって， その多〈がイギリスり農場で最終的肥育を受けて市
場に出荷される)を軸とする対共輸出産業として())j'イノレフンド肉牛生産の特徴的性絡が看車で

きるのであるー



54 (254) 第 117巻第4号

県 名(地方名)

l Dublin 
第 4 図

2 Meath 

3 KiJdare 

4 West工neath

5 Louth 

6 Longford 
Leinster 

7 Offaly 

8 Laoigl1よS

9 Carlow 

10 Wicklow 

11 Wexforrl 

12 五ilkenny

13 Tipperary 

14 Waterlord 

15 Clare 

Lirnerick 
Munster 

16 

17 Kerry 

18 Cork 

19 

20 ROSCOInmon 

21 Mayo ) Connaught 

22 
LSleigito rim 

23 

24 乱t10naghan

25 Cavan 

26 DOIlビgal Ubter 

27 Antrim 

28 Down 

29 T"ondonderry 

30 Armagh 

31 Tyrone 

32 Fermanagh 
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〉田

ることは無論不可能なことである。 乙 ι己は， 子牛と乳牛との密控な関係句、

ら， 1926年 6月 1日時点の l歳未満の牛の頭数を，同時点の乳牛の頭数に比較

対照することによって，この幼牛の移動状況を検討している。すなわち， 26県

全体では， 乳牛 10日頭当りの幼牛頭数は78頭であって，この78頭を上回る県は

1926午 6月 1日以前に幼牛を移入しており，逆に，相当大幅に下同る県は幼半

を移出していると考えられるのである。

こうして，月齢3カ月未満の幼牛に関して，それらを1926年 6月 1日以前に

他県から移入している県は Meath，Kildare， Westmeath， Offaly， Carlow， 

Laoighis， Roscommon， Loutb， Galway， Wexford， Kilkenny， Clare， Longford， 

Monaghanの14県，他県に移出しているのは， Limerick， Kerry， Cork， Leit-

rim， Donegalの 5県，移出入がほとんどなかったのは， Wicklow， Tipperary， 

Waterford， Mayo， Sligo， Cavanの6県であるとほぼ確認できる(第4表第 l

欄〉。なお， Dublin県は例外として扱わなければならない。そこでは，乳牛頭

数に対する幼牛頭数の割合が極端に低いが， それは， Dublin県には都市に新

鮮な牛乳を大量に供給するために多数の乳牛が他県から移入されているためで

ある。

次に月齢 0-15カ月のず牛の1925年 6月 1ICIから翌年の 6月 1日ま Eの 1年

岡田移動に関し亡は(向上表第2欄)，穆入県として， Meath， Du blin， Kildare~ 

W 品 tmeaLh，Louth， Offaly， Longford， Roscommon， Galwayの 9県，移出県

として， Kerry， Limerick， Cork， Leitrim， Cavan， Monaghan， Waterford， 

Donegal， Mayo， Cla日， Kilkenny， Laoighis， Tipperary， v市icklowの14県，

移動がほとんどない県左じて， Wexford， Sligo， Carlowの 3県を挙げること

がで雪る。

7) 子牛を生産する(産む〉のはその多くが乳牛である雌牛であり，産まれたこの子牛を飼育する
りは乳牛がI!¥I古する牛乳である。にうした子牛と乳止との関係は，アイルランドにおいて，子牛
が多量産まれる時期(ト4月〕にハターの輸出が最も少くなり，子牛がわずかしか産まれない時
期(6-12月〕にパターの輸出が多くなることに端的に刀くされている o J. Hooper， op. cit.， pp 
XV-XVl 
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第 5表 1925.6.1001926.6.1

までの牛の移動

県 名 吋 吋-27カ
牛入田移 出月牛入白 出月入牛の移

Dublin O O 
Meath O O O 
Ki1dare O O 。
W 田 tmeath O O O 
Louth O O O 
Longford 。 o O 
。妊aly O 。 ム

Ro日common O O × 

Galway O O × 

Laoighis 。 × × 

Carlow 。 A x 

Wicklow ム × A 

Wexford O A × 

Kilkenny O x x 

Monaghan O × × 

Clare 。 × × 

Cavan ム × x 

Sligo ム ム X 

乱t!ayo ム × × 

Leitrim × × × 

n口negal × × x 

Tipperary ム × X 

Waterford ム × × 

Limerick × × × 

Kerry × X × 

Cork × × X 

世) 0 移入× 移出ム 事

出入ほぼなし@ムは，第4表の数値

で100を基準 (0-3ヵE牛田場合は

78)にして，同ト.15以下の県にあて

はめた。

A 

B 

C 

第 5図
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さらに，月齢12-27カ月のストア牛の移入県とじて Dublin，Meath， Kil-

dare， Westmeath， Louth， Longfordの 6県，移出県として Monaghan，

Donegal， Cavan， Sligo， Cork， Leilri皿， Clare， Ke:ny， Kilkenny， Waterford~ 

Mayo， Roscommon~ Wexford， Tipperary， Galway， Carlow， Limerick， Laoi 

ghisの18県，ほとんど移出入がみられない県として Offaly，Wicklowの 2県

を挙げることができiS(第3欄〉。

最後に24-39カ月齢の牛〔ストア牛および肥育牛〕に関しては， 全ての県が移

出状況を示している(第 4欄〕。つまり，結論を先取りして言うならば，肉牛生

産のいわば最終過程にあるこれらの牛の半数以上が海外〔イギりス〕に輸出され

ているのである。ただ Dublin， Meath， Kildare， Westmeathの東部諸県で

は，この段階の牛の大半は依然としてそれらの地域内にとどまったまま仕上げ

段階の肥育を受けていることがわかる。なお，この第 4欄の詳しい検討は，以

下のアイルランド内部における肉牛の移動の分析では省略し，輸出関係を取扱

う後段に譲ることにしたい。

さて，こうした各県ごとの肉牛の移動状況を検討した結果，ほぼ次のような

三つの地域区分が浮びあがって〈る〔第5表，第5圏〕。

肉牛移入地域仏)ー Duhlin， Meath， Kildare， Westmeath， Louth， Longford， 

Offaly， Roscommon， Galway，の 9県からなる東・中央部諸県。

肉牛移出地域(口)・ー Cork， Kerry， Limerick， Waterford， Tipperary， Done. 

gal， Leitrim， Mayo， Sligo， Cavanの10県からなる北西・南西部諸県。

中間的地域(B)ー ーLaoighis，Carlow， Wicklow， ，W cxford， Kill間 lny，Mo 

naghan， Clareの7県。

以下， ζ の三つの地域における肉牛の移動と生産のあり方の特徴を明らかに

することによって，アイノレラ Y ド内部での肉牛生産・流通の令体構造を分析す

ることにしようの

第 6表は，肉牛の三つの地域別の移動状況を明らかにしたものである。東・

中央部には，月齢0-3カ月の幼牛から月齢12-27カ月のストア牛 storecattle 
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に至る表示のすべての牛が大量に流入して

いずれの月齢段階の牛もいる。その結果，

20%その頭数を増λさせている。他方，北

西・商西部ではいずれ白段階の牛も大量に

とり他県にもしくは海外に流出している。
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l 地域 I~ 未 ;14上foo戸;ニ
東・中央部 95 98 100 

1 1'; 歳未満牛:~2~'~':Xl日日
中間部 84 91 96 

乳牛19266.1× 北西・南西部 70 71 72 

お県全体| 77 78 81 

東・中央部 86 126 185 

1歳以上 2歳192未6満6牛1 中間部 66 85 116 
2 l歳未満牛i926:6: i X 100 北西・南西部 56 61 90 

26県全体i 66 76 113 

東・中央部 60 112 207 

2歳以上 3歳19未26満6牛1 中間部 47 68 119 

l歳以上 2歳192未6満6牛1 ×10D 北西・南西部 49 68 108 

26県令体[ 52 79 139 

東・中央部 25 39 101 

中間部 19 23 41 3 歳以上牛~Z.6'';;'. ， 1 X 1口0
4 

2歳以上 3歳19未26満6牛1 北西・南西部 21 23 37 

田県全体! 22 29 66 

出所) Ibid.， pp. 102-117 より作成ー

ここで特に注目されるのは第 2欄以下である。乙れまでの検討で， 1926年 6月

1日時点で 1歳以上て Z歳未満になる牛りそれ以前の 1年聞における移動，す

なわち，月齢 0-15ヵ月の牛の1925年 6月 1日から'26年 6月 1日までの移動に

関して，東・中央部地域全体では流入，中間部地域全体では流出と確認した。

だが農場群別に検討すると，東・中央部地域であっても， 30エーカー未満の小

¥1926年の統計数値である。だが，ユ925年の統計数値は農場規模別に組まれていない.そのため，
1925年6月1日時点の肉牛頭数ど同年6月1日時点のそれとを比較することによって，農場規模
別の移動を検討するということができなかった。 1926年6月1日の各年齢別肉牛頭数を相互に比
較することによって， '25年6月1日から "6年6月1)ゴまでの一年閣の農場群別の問牛移動民況
を近似的につかまざるをえなかった.
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規模農場はそれらの牛を移出しており， 他方，中間部地域であっても， 100ェ

カ 以上の大規模農場はそれらの牛を移入し℃いることがわかる〔第 2欄)。

同様に，月齢12-27カ月の牛に関しても，全体としては移入地域である東・中

央部の30エーカー未満農場はそれらの牛を移出しており，中間部および北西・

南西部の 100エ カ 以上の農場は逆に移入している(第3欄)。さらにまた，

第 4欄の月齢24-39ヵ月の牛についても，ほとんど全てのアイルラ Y ド農場が

それらの牛を移出，すなわち輸出している状況の中で， 東・中央部の 100エー

カー以上の農場にあっては，それらの牛を引きつづき肥育していることは言う

に及ばず，わずかな程度ではあるが移入していることがわかる。総じて，農場

規模がより小さくなるにつれて， 肉牛の流出程度が大きくなり， 逆に， 農場

規模がより大きくなるにつれて，肉牛の流入程度が大きくなっているといえよ

つ。

さて，こうした北西・南西部諸県から Duhlin，Meath， Kildare， Westmeath 

を中心とした東・中央部への地域間移動， 30エーカー未満の小規模農場から

100エーカー以上の大規模農場への農場群間移動， このアイノレランド肉牛の大

規模な移動〔取91)は， まさにこの牛の移動を紐帯とした全国的規模での社会

的分業の網の目に編成されているアイノレラ γ 下肉牛生産の姿を写し出している

と考えられる。

第 6表は1926年 6月 1101における地域ごとの各年齢別肉牛および乳牛の頭数

百分比を表わし亡いる。まず縦の百分比を見ることによってそれぞれの牛が3

地域にどのような割合で分布しているかがわかる。表示5分類の牛を総計した

もの (a..........c合計〉の百分比は，東・中央部27%，中間部20%.北西・南西部53

%であって，それは農地面積 (cropsand pasture)の分布比率29%-22%-49%め

にほぼ相応したものとなっている。この育分比にほぼ等しい分布状態を示して

いるのは 1歳以上で 2歳未満の肉牛(c欄〕である。 したがって， この年齢段

階(その多くは12'-15ヵ月令〉の牛は， いわば平均的分布状況， すなわち， 定

9) Agη'cult悶~I 止atistics 1847-1926. pp. 90-101 より算出
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第8表地域別告牛頭数百分比(19出年)

地 域|同「

60 
18 ui iょと!20 14 
13 

43¥旦!40 26 

¥10、口、 ¥¥1、7 伝ご|、 100
100 ~ 1100 

出所) Ibid.， pp. 24出ーより作成。

地域に偏在することな 4全国的にまんべんなく分布する状況にあるといえる。

こうした C 欄を境にして，それ以外の牛に関しては対照的な状況をみることが

できるo 乳牛(a欄〉と 1歳未満の肉牛 (b欄)の大部分〈およそ60%)が北西・

関西部に集中している一方 3歳以上 (e欄〕の圧倒的部分 (60%) と2歳以上

で 3歳未満 (d欄〉の多数 (40%)が東・中央部に集中している。年齢のより低

い肉牛左乳牛の飼育は北西・南丙部が中心的に担い，より年齢の高い肉牛の飼

育〔肥育〕は東・中央部が中心的に担っているのである。 こうした点は， 各地

域の農場の経営=飼育または肥育の重点がどの年齢段階の肉牛， どの種類の牛

にあるかという点にもまた表現されている(横の百分比〕。北西・南西部では 1

歳未満の肉牛と乳牛に農家経営の重心があり，他方，東・中央部では 2歳以上

の肉牛の飼育(肥育〉にそれがある。なおつけ加えて述ベるならば， 中間部諸

県においては縦・横いずれの百分比においてもほぼ平均的比率を示している。

つづいてここでも，各地域の農場群~Uの検討を加えてみよう(第 9表次頁〉。

東・中央部は全体としては 2歳以上の肉牛の多数を集中し，そうした午の飼育

〔肥育〉の比重が圧倒的に高いが，こうした状況は.30エーカー以上，就中.100

エーカー以上の大規模農場に該当するのであうて，農場規模が小さくなれば，

とりわけぬエーカー木満の農場になれば，経営の重心は乳牛と 1歳未満の肉牛

の飼育に移っている。総じて. 3地域のし mずれにおいても，その程度に大小は

あるものの，農場規模がより大きくなるにしたがヮて，年齢の高い肉干の飼育



域戸7 群 |乱 a 牛I1ヰ桝I~護主主牛 I ~品J
16 

東・中央部
301).上~100未満 35 39 

100以

場|削
21 

全 j畢 100 100 

却エーカー未満 l目 21 

制上~1叩未満 149 27 
48 41 

中 同 百官

1叩以 上 122 31 

全 民 場 1，叩 100 100 

30エーカー未満 lB 30 

却以上~1叩未満 149 41 
北西・南西部

100以上 120 21 28 

二八乞 農 場 1，叩 100 

3いカ未満 1_33
20 

16 

30以上~1∞未満 1 47 
26県全体

1回以 よ 120 21 29 45 

全 凶ドI~
場 1100 100 100 1口3

出所) Ibid.，山 102-117より作成。
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〔肥育〉が経営内での比重をより高くし，農場規模がより小さくなるにしたがっ

て，反刻に，年齢の低い肉牛と乳牛の比重が高くなっているのであったっ

いうまでもなく，肉牛生産においては，子牛生産に始まり，順次の飼育・肥

育段階を経て，成牛と Lて最終的に仕上げられるに至って初めて最終商品化さ

れるのであるが. 19世紀後半から2日世紀初頭にかけてのアイノレランド肉牛生産

にあっては， こうした生産の各段階が，農業規模別分業と地域的分業とが織り

重なった形での全国的規模の社会的分業・圏内取引の網の目に編成されていた

のであった。すなわち，やや簡略化して言うならば，北西・南西部諸県の民芸大

な数からなる小・巾規模農場によって主に担われている子牛生産および子牛飼

育， 東・中央部諸県における 100=ーカー以上の大規模農場10)に中心的に担わ

れる半ば肌育きれた牛〔ストア牛〕の育成・肥育， および主に Dublin，Meath 

等の東部諸県にみることができる市場向け肥育，すなわち fatcattleの育成，

そして，この両端のいわば中間的地位に位置する中間部諸県という分業関係，

および， この社会的分業を基礎とする，北西・南西部から東・中央部に至る大

規模な肉牛の移動・流通関係の形成である(第6図次頁〕。

10) 1911年のアイルラ γ ド ヒンサス (CensusO) Irel，叫 d，1911， General Re;ρorりの農場周

模(地方税評価額 rateablevaluatron)別統計によれば以下のことがわかる。束 中央部諸県は

概して規模の大きい農場が多数存配し，ぞれらの大規模農場が農業経営において大きな比重を占

めているロ 100ボンド以上の農場はアイルランド全体(アルスタ 6県毛含めた32県全体〕で2.6%

司裁を占めているが， Dublin県では 13.1%，Meath県では 10.6%.Kildare県では 8.5%.

Westmeath県では5.1%，総じて，束中央部全体では4.4%となっている B これら100ポンド以

上の農場は，県別にみると Dublin県の地方税評価額全体の61.0%. Meath県のそれ0)64.2%

IGldare県のそれの 55.1 %. Westmeath県の43.7%を占め 束中央部全体でみると 11.4%

を占ゆている。この数値は全国平均27.8%をはるかに越えるも田である。他方，北西 南西部諸
県ではどうかロ北西部諸県は大γが10ポソド未満の零細な童話婦からなっている。そうした農場が

Mayo県では総農場の84.80/0，Donegal県では 81.9%. Leitrim県では 75.0%.Sligo県では

67.9拍を占めている。逆に， ζ白地墳では 100ポンド以上0)大規模農場はごくわずかしかみるこ

とができない， Leitrim奥-0.3%.Cavan県---0.6%， Donegal県-0.7出， Mayo県-0.8%，

というようにI 100ポンド以上農場が全農場の 1話以下の割合しか占めていないのであるa 南西

部諸県では 10-100ポンドの中小規模農場が多数存在して， それらD農場が農業経営において比

較的大きな位置を占めている。全国平均39.7%に対して Tipp町a町県ではこれらの農場が全農

場の51.0同.Cork県では49.3%. Limeric1玉県では46.6同.Watf'nord県では42.1拍を占めて

いる (Keロy県は10ポγド未満農場が64.5%を占めているλ そしてこれらの畳場は，総地方税

評師額の全国平均四 5%に対してそれを上まわる割合を占めていた Ker可県では河県の地方/
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ロ〉さて，これまではアイルラ γ ド

肉牛生産のいわば内部構造に分析の焦

点、をあててきたが，では， アイノレラン

ドからイギリ λ への肉牛輸出はどの程

度のものであったのか，アイノレランド

産肉牛はどのような経路をたどってイ

ギリ旦食肉巾場に供給されていたのか，

アイノレラ γ ドが供給する食肉はイギリ

月食肉市場においてはたしてどれほど

の比重を占めていたのか，総じて肉牛

生産を中心とするアイノレラ Y ド農業は

イギリ λ 資本主義の再生産構造の中で

L、かなる地位を占めていたのか，また

第 6 図

同時に，アイノレラ γ ド農業，ひいてはアイノレランド産業構造全体はイギりス資

本主義の再生産構造にどのような形で組み込まれていたのか，以下こうした諸

点の検討にすすむことにしよう。

第10表 アイルランドのイギリスへの肉牛輸出頭数

Fat Cattle Store Cattle Total Cattle注)

1917 404，787 447，531 888，596 

'18 375，388 319，669 719，795 

'19 530，925 224，710 764，316 

官。 452，481 446，155 925，926 

'21 377，080 318，192 768，491 

主竺」 428，132 351，251 813，425 

注) 他の牛と子牛を官む
出所) G. E. Putnam. Sujψlying B門 tain's Meat， 1923， p. 156 

¥A税評価額全体の70.4日， Corl玉県では65.Z%， Limerick県では63.7%， Tipperary県では61.0 
%. Wateford県では 60.2%であコた。総じて，北西・南西部地域で惇， 100ボンド未満の中小
零細規模農場がその敢において圧倒舶守に高い比重を占めており，また，東・中央部に比較して，
それらの農場が農業桂嵩においてよきな位置を占めていた。
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まず，アイノレランドはイギり Rにどの程度の肉午輸出を行っていたのだろう

か。第10表は 1917年から '21年までの 5年間における数値である。平均すると

毎年そのほとんどが FatCatt1e (肥育牛〕と StoreCattle (半ば肥育された肉牛〕

から成るおよそ81万頭の肉牛がアイノレヲン下からイギリスに輸出されている。

ストア牛の輸出が多いことが特徴的事実として注目されるが，この点は後程論

ずることにして， この81万頭という輸出量はアイノレヲ γ ド肉牛生産においてど

れ程の量的比重をもつものであろうか。つまり， アイノレランドで生産される肉

牛のうち，どの程度がイギリスに輸出されており，どの程度が園内消費のため

に残されているのであろうか。ここで，すでに検討を加えた第4表，就中その

第 4欄を再度検討の姐上にのせることにしよう。ただ輸出事情を解明するここ

では，各県別ではなくアイルランド全体の統計数値が必要であるυ

第11表は， アイノレヲ y ド全体 (26県〉で. 1925年 6月 1日時点に 1歳未満，

1歳以上で 2歳未満. 2歳以上であった肉牛(1欄〉が， 1年後， すなわち，

それぞれの牛が 1歳以上で 2歳未満， 2歳以上で 3歳未満， 3歳以上 (2欄)に

なるまでに，それぞれの頭数をどう変化させたかを示している。年齢の低い牛

から順次に， 19%， 13%， 70%と頭数を減少させている。すでに述べたように，

こう Lた減少は肉牛の他所への流出(ここの場合では輸出)，屠殺あるいは他の原

因による死亡を意味する以外にはない。ところで先に確認したイギリスに輸出

第11表 アイノレランド全体の肉牛移出(輸出〕状況

(1) I 1925. 6. 1 I 
1 歳 未 満 1歳以上 2歳未満 2 歳以上

919，467 771，327 1，008，526 

恒:) I 1926. 6. 1 I 
1歳以上2歳未満 2歳以上3歳未満l 3 歳以上

746，614 669，758 298，28~ 

(叫 (2)
172，853 101，569 710，238 

率 19% 13% 70% 

出所) Agricultural品 att"stics1847-1926. 1930， pp. 24-25 より作成。
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されている半ば肥育された牛 storecatt1eと肥育牛 fatcattleは，ほぼ全てこ

こでの 1歳以上の牛〔主には2歳以上白牛〉に該当するものである。 したがって，

l歳以上の牛の約 81万頭という減少数値と 1917年から '21年までの年平均輸出

頭数81万頭とい玉数値をつき合わせてみるならば，この減少頭数日1万頭のほと

んど大部分はイギリスへの輸出頭数であると断定し ζほぼ間違いないであろう

。無論， アイノレラ γ ド肉牛がアイノレラ γ ドで屠殺され， かつまたアイノレランド

で消費されるということが皆無であったということではない。ともあれ，アイ

ノレヲンドで生産される肉牛o大部分がイギリス食肉市場に供給されたのであっ

て， E J. Riordanによれば， 1913年アイノレラソドの農場が販売した肉牛は約

110万頭であったが， うち 25万頭がアイノレランドで屠殺きれただけであって，

l 残りの問万頭の全ては生牛のままイギリ λ に輸出されたのであった印。

アイノレラ γ ド肉牛生産は

徹頭徹尾イギリ λへの輸出

産業として存在していたの

である。では，このような

アイルランド肉牛はどのよ

うな経路をたどってイギリ

九食肉市場に供給されたの

であろうか。 G.E バット

ナム G.E. Putnamによれ

ばこうであった12)(第7図〉。

まず肥育牛 fatcattleにつ

いてみると，それらは船で

グラスゴウ Glasgow とハ

ーカンヘッド Birkenhead

11) E.]. Riordan， op. cit.， p， 67 

第 7 図

12) G. E. Putnam， Supplying Britain's Meat， 1923， pp. 32-33. 

。
ロンドン
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〔マ}ジ一川をはさんでリバブ ルの対岸に位置している〕に運ばれる。 乙の船積輸

送は主にイギリスの家畜取扱業者 dealerに， 時にはアイノレランドの大ファー

マーによってなされている。グラスコウとパーカンへッドに着いた肉牛はただ

ちに家畜販売展示場 salesringsで競売に付され，食肉販売業者 dead-meat

salesmanと家畜取扱業者(時には直接小売の肉屋〉に売られ与。肥育牛を購入し

た業者たちはそれを屠殺して胴体肉 carcassにした土で，卸売り市場に出荷す

るのである。

アイルランド肉牛の大口の買い手は μ ンドン商人である。かれらは胴体肉を

パーカンヘッ lごから汽車でロ Y ドY のスミスフィ ノレド Smith五eldにある世

界最大の食肉卸売り市場まで運ぶのである。かれらはまた，時に，アイノレラ γ

ド肉牛を生牛のまま直接ロ Y ドンのイズリ Y トY Islingtonまで船で運び，そ

とで屠殺してスミスフィーノレドに出荷した。

グラスゴウとパーカ yヘッドには， ロンドン商人の他に多数の地方から商人

がアイノレラ γ ド肉牛を求めてやってきた。かれらは生牛のまま地方に連れて帰

り，公営屠殺場か個人の屠殺場で牛を屠殺Lたのである。

次にストア牛についてはどうか。それらも肥育牛 fatcatt1eと同様にグラス

ゴウもしくはパ カγヘッドに搬入され， そこの Store-salecenterにある競

売市で，市場向け肥育を行う農民 farmersまたは牧畜業者 grazlersに売られ

る。アイノレランド肉牛の多くはストア牛としてイギ y;<の資本主義的大農業経

営者の農場に入り，そこで最終的肥育過程を経た上で主にスミ月フィーノレドに

出荷されたのである。

それでは，このようにしてイギリス食肉市場に供給されるアイルランド牛肉

は，一体イギリス食肉市場においてどの程度の量的比重を占めていたのである

かc この点、を検討する上でまずイギリス食肉市場の一般的状況についてご〈簡

単に概観Lてお乙う。

1920年 5月31口から翌年の 5月31日までの 1年間の連合主圏全体における食

肉消費量は，牛肉，羊肉，豚肉を総計して 237万ト γであれそのうち，牛肉
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第12表連合王国の食肉消費量 1920.5.31~21.5.31 〈単位1000トン〕

食肉種類 国内生産 海外輸入 総 量

牛肉 Beef，Veal 
、、、ー

650 56:O 
53.2 570 |L2207ぷ211

羊肉 Mut叫 L ambl 18.1 
310 520219TZ¥P¥O、O 

fl~内 Pig M白 t 3叩 25.9¥¥〉 330 630 26s 
100.0 

ムロ 計 1 1，1印¥剖，，~~ 10日O 1，210 | 元首2152，370 100~ 

出所) G. E. Putnam， op. cit.， pp. 162-163 より作成a

は 51.5%に当る 122万ト γ であった〈第12表〕。すでに第 l図で示されていたよ

うに，産業革命を経たイギりスは海外からの食肉輸入を急激に増大させ続けて

きた。主な輸入国はアノレゼy チγ，ウルグアイ，オーストラリア，エ ι ージラ

γ ド，合衆国であるが，冷凍・冷蔵船の出現によって遠距離の南米，太洋州か

らの食肉の大量輸送が可能となり，これらの地域が重要な食肉供給地となって

きたのであった。とりわけアノレゼ γチンからの輸入は急激に増加し， 1921年に

は連合王国全体の牛肉消費量の実に 31.7%を7ノレゼンチγが供給したのであ

る日)。

さて， 1920年から'21年にかけて連合王国で消費される(実際はそのほとんどが

大プリテンで消費される〕牛肉の 53.2%が圏内生産で賄われたが， そのうちアイ

ルランドはどの程度の牛肉を供給したのであろうか。この点を直接的に示す統

計数値はおそらくないであろう。ただその点を間接的に示す次の事実がある。

1921年 6月時点における連合王国全体の肉牛頭数のうち，アイノレラ Y ドのそれ

はおよそ50%を占めている(第13表〕。すでに確認したように，アイルランドのf

肉牛りほとんどがイギロスに輸出されていることを考慮するなら， ω%を占め

るアイノレランドの肉牛はまさにイギリスの肉牛の50%といえよう。しかも乙0

50%という数字は事実を過少にしか表現してし、ない。とし t うのは，アイルヲン

ドがイギリスに輸出する牛の多くは生小なのであコて，さらにそのうちの多数

は最終的肥育過程を経ていないストア牛である Q したがって，大プロテンの肉

13) 1るid..pp. 16-26 
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第13表連合王国の牛の頭数 1921. 6 (単位100C頭)

17-1 )1.-:，7"/1''' I 在!JIアイノレヲ γ ド 大プリテン!連合王国全体

乳牛と未経産牛 Cowsand Heifers I 1，631 σ6) %1 2，944 1 4，575 (10日)%
注2) I 

肉牛を中心とした他の牛 OtherCatt1e I 3，56渇 (49) 1 孔715 1 7，281 (10日〕

全 体 |丘町 6.660 11開 7

注1) England， Scotland， Wale~ 
注2) Bullsを含む

仕所) B. R. MitcheU (ed.)，噌E 叫， pp. 83-85 より作成

牛として統計表に示されるものの中にはそうしたアイノレラソド産の肉牛が多数

包含きれていたと考えられる。E.J. Riordanの言を借りるならば， r第一次

大戦前において，イギリ Jえの農場から販売される肉牛のうち 5分の 3のものは

もともとアイノレランドからやってきたものであったJ141。この評価はやや過大に

過ぎるものといえるかもしれないが， ともあれ，連合王国(実際はイギリス〕で

消費される牛肉の少くとも最低26%以上(全消費量の53%を供給する園内生産の半

分以上〉をアイルラ γ ドが供給していたといえるであろう。

だが，以上のような評価も以下の事実と照らし合わせてみた時，なお重大な

欠陥があるものとして写し出される。前に述べたように，アイノレヲ γ ド肉牛の

大口の買い手はロ Y ドYの商人であり，アイノレランドが供給する牛肉は，スミ

スフィ ノレドを通じてロ Y ドンの大食肉市場に出まわった。そのうちには，一

度はスコットラ γ ドをはじめとするイギリスの牧畜業者，農民の手に渡り，そ

こでの短期の最終的肥育を経てロンドンに出荷されるものもあった。ところで

一方，イングランドの肉牛は，イングヲ γ ド全体にまんべんなく分布していて，

生産される肉牛はその地方地方でλ部分が屠殺され，消費されていたといわれ

ている1へそうすると，大食肉市場であるロ:;/F /'においては，アルゼンチン

等の海外から輸入される冷凍・冷蔵肉が占める比重はもちろん大きいといえる

14) E. J. Riordan. op. cit.. p. 67 
15) G. E. Put四国. ot. cit.， p. 31 
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ものの，スコットランド等を通じていわば迂回して入ってくるものも含めた冷

凍されていない新鮮なアイノレラ Y ド牛肉の占める比重もまた相当程度大きく，

それは26%程度にとどまらないことはほぼ確実であろう。こうしたことから，

アイノレラ Y ドからのイギリスへの肉午輸出は，まさにイギリス資本主義の心臓

部であるロンドソにおいて決定的に重要な意義を有してhたといえるのである。

同時にそのことは，アイルランド肉牛生産が，世界長大のロンドン食肉市場

に直結するなかで I世界の工場」イギリア、資本主義の動向に直接的にかつ決

定的に左右されるものとして存在していたことをも示している加。いや，独り

アイノレラ γl肉牛生産だけでな

しアイノレラ y ドの産業構造全

体が，いわば一種の植民地的モ

ノカノレチュアに近い状況で，深

〈イギリス資本主義の再生産構

j置に包撰されていたのである。

アイノレラ Y ドの産業全体の中で，

牛，わけでも肉牛が占める地位

は隔絶して大きく〈第14表)，他

方，イギリスによる植民地的支

配のもとで， アイノレラ y ド工業

第14表 アイルランド工業

〔生産額100万ポンド以上 1907年〉

由1 門 生産額(;;) 

麻工業関係 13，846，000 

ピ ノレ醸造業関係 5，849，000 

建 築 業 1，891，000 

ウイスキー製造業 1，419，000 

シャツ，カラ，カフス 1，041，000 

造 船 業 ? 

牛関係合計 26，321，000 

うち生牛〔肉用牛〕 13，854，000 

誼)牛開制ま1"日年。数値

出所') E. J. Riordan， o.ρ cit.， pp. 65， 97-195 
より作成。

の発展は抑圧され，麻工業， ビーノレ醸造業，建築業，ウイ兄キー製造業，造船

業等の他には見るべき工業はなかった。しかも，乙れらり工業部門のいずれも，

その生産額は牛関係全体の生産額に対してはもちろんのこと，肉牛のそれをも

下まわっていたのである1九

16) 全世界ι食肉生産市場の動向を集中的に体現する世昇最大のロンドン大企同市場に直結した
アイルラソド肉牛生産をあざやかに特徴づけて， M.].ボンは， I肉牛飼育はある意味ではアイ
ルランドの国民的産業である。しかもそれは，子牛飼育の例外はあるが，本質的に投機商売であ
る」と述べている o M. J. Bonn， Modern L何landand Her Agrarian Pr品，lem，translated 
from the German by T. Rolleston， 1906， p. 41 

11) アイルヲソドの産業構造全体のそノカルチ z ア的状況については，よち一層綿密な検討が必要ノ
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最後に，アイルランドがイギリ λに輸出する肉牛の多〈が，イギリスの資本

主義的大農場で最終肥育されるストア牛であることを再度強調せね.ばならな

い。東部諸県，わけても Dublin， Meath等の大規模農場を頂点に，そして，

北西・南西部のm:大な数の小規模零細農場を底辺にしたアイノレランド全農業構

造が，メトア牛を紐帯としてあのイギリ只の資本主義的大農業と深〈結合して

いた団。換言するならば，イギリスの資本主義的大農業は，その底辺に，多数

が依然として貧困・零細・無権利に鴨く植民地アイノレヲ y ドの全農民層を固く

包摂する形で饗立していたものともいえるのであった。

、であろう。ただ，牛の占める極めて大きな地位と，他方で牛に比較しての工業の未発達(植民地

支配による抑圧破壊〕とから，アイルランド産業全体が一種白モノカノレチュアに近い状態にお

かれていたと判断してもさほど大きな間違いはない℃あろう。なお，アイルランド由「対英従溺

的産業構造JIモノカルチュア的経済発展」を近代イギリス資本主義との関連からするど〈分析
したものとして，松尾太郎『近代イギリス園際経済政策史研究Jl1973年を審照されたい.

18) アイルランドは， Iイギリスのファーマ が太らせるストア牛を供給する牧場の地位に」追い

やられた。 JournalDepartment of Agriculture， December. 1903， p. 198，. qUDted In M. J 
下I.0nn，ot. cit.， p_ 58 


